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「人
間
的
な
連
帯
を
」

「蟹
工
船
」ブ
■
ム
分
析

社
会
的
な
話
題
か
ら
気

に
な
る
テ
ト

マ
を
選
び
、

意
見
を
交
換
す
る

「
第

１２

回
平
和
に
関
す
る
市
民
勉

強
会
」
が
こ
の
ほ
ど
、

橿
原

市
大
久
保
師
の
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
。

『
蟹
工
船
』
を
読
む
」
を

テ
ー

マ
に
、

宮
本
次
郎
県

議
（
共
産
）
が
問
題
提
起
者

と
な

っ
て
、

約

８０
年
前
に

小
説

「
蟹
工
船
」
が
発
表
さ

れ
た
時
代
と
現
在
と
の
共

通
点
や
相
違
点
に

つ
い
て

語
り
、

日
本
社

会
の
現
状

な
ど
を
参
加
者
ら
と
意
見

交
換
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
年
間
約
５

０
０
０
部
の
売
れ
行
き
だ

っ
た

の
が
犬
予
年
に
入

っ

て
約
４０
万
部
（
１
ヽ
６
月
）

豊
霧
学
と
い
つ
憲
工
澄

ブ
ー

ム
に

つ
い
て
、

読
み

や
す
い
漫
画
版
の
後
押
し

が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

背
景
に
は
派
遣
労
働
者
の

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
格

差
社
会
や
、

従
来
の
社
会

構
造
を
問
題
視
す
る
こ
と

で
人
々
に
新
た
な
社
会
構

築
を
求
め
る
、

意
識

の
変

革
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
と

分
析
。

ま
た
、

派
遣
会
社
に
よ

る
賃
金
の
ピ

ン
ハ
ネ

、
規

制
緩
和
に
よ
る
政
府
の
財

界
擁
護
施
策
や
自
己
責
任

論
な
ど
を
踏
ま
え
、

正
社

員
と
派
遣
社
鼻
が

一
緒
に

働
く
職
場
で
の
問
題
点
な

ど
も
指
摘
し
た
。

宮
本
県
議
は
パ
ラ
、

令
蟹

工
船
」
を
）
読
ん
だ
世
代
が

大
人
に
な
り
、
人
間
的
な

連

帯
の
重
要 ！
性
、

自
国
の

労
働
や
農
業
な
ど
を
大
切

に
す
る
国
を
つ
く
れ
ば

合
Ｈ

本
の
）
将
来
は
明
る
い
」
と

語

っ
た
。

同
勉
強
会
は
、

特
定

の

酸
界
団
役
“盤
笛
係
で

毎
回
テ
ー
マ

を
決
め
て
関

か
れ
て
い
る
。

主
催
者
は
橿

蜃

賓

浜

田
敏
正
さ

ん
（
４５
）
ｏ

問
い
合
わ

市橿
民
勉原
強
会で

「
蟹

工

船

」

を
基
に
、

日

本
の
社
会
構

造
に

つ
い
て

語
る
宮
本
県

議

（
右

）
＝

橿
原
市
で

せ
は
、

８
０
８
０
（
３
７
６

９
）
１
８
７
９
、

ホ
ー
ム
ペ

―ヽ
め
ン
す
＋
一
一
一＼
＼
当
事
当
卜
・

汗
〇
車
・
諄
〇
・
」
０
＼
．

キ
喜
‐

す
や
一
申
＼
へ
。


